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オランダにおける干拓地景観の形成

伊藤貴啓*

I はじめに

本小論はオランダにおける干拓地景観の形成を

技術革新から時期区分し,時系列的に明らかにす

ることを目的としている。

オランダはポルダーとそこに展開する景観でイ

1)
メージされることが多い。それは牧草地・放牧。

チューリップに代表される農業景観やポルダー

の排水に関わる水路や風車などの景観である。む

ろん,オランダはその国名(Nederland)が「低

地」を意味するように,一般的に低平な国と認識

されている。この認識形成にも低地におけるポル

ダーとその景観が関わっているものといえよう。

日本におけるオランダの干拓地に関する地理学

的研究は別技(1932)による輪中地域との比較を

嗜;矢とし,とりわけ1950年代半ばから1960年代に

多くみられた。それらはゾイデル海干拓の進展を

2)
背景に,その紹介を中心としたものであった。近

年も同様にゾイデル海干拓に関するものが多い

(Yamamura,1981;佐々木,1987;ヘンク.1989)。

これらの研究は特定時期の干拓を対象としてい

るため,いかなる自然的基盤と技術革新のうえに

オランダの干拓地景観が時系列的に形成されてき

たのかという点が明らかにされていない。

そこで,本小論では干拓地形成にとって最も重

要な排水方法の技術革新を指標に,オランダの干

拓地形成を時期区分し,各期毎の特色を明らかに

していくこととする。具体的には干拓地形成の自

然的基盤と干拓地形成の契機となった海水面の変

化を概観した後,干拓地景観の形成をその前史を

含めてみていくことにしよう。

Ⅱ オランダの地形変遷

オランダは東部から南部の高地オランダと西部

から北部の海岸地域にかけての低地オランダから

なる(図1)。 高地オランダは更新世の砂質堆積

図1 オランダの地形

(IDG,1996による)
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図2 オランダにおける国土の変化と干拓

(IDG,1996およびMeiier1996 により作成)
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物と氷河地形からなり,低平なオランダのなかで

プッシュモレーンによる丘陵地などの起伏に富ん

でいる(小野. 1980)。 これに対し,低地オラン

ダは堤防がない場合に洪水の危険性にさらされる

ほか,ライン川とマース川の沖積地を除いてほぼ

D
海抜高度lm以下の地域である。そのため,大部

分は海水面下に位置し,干潟。湖。沼沢地から干

拓によって陸地化されてきた経緯を有する。

オランダにおける干拓地形成は氷河期から間氷

期へという大気候の変化にともなう海水面上昇と

土壌形成を契機・基盤としていた。

図2はオランダの国土の変化を紀元前7000年頃

から示したものである。これによると,間氷期が

始まった約1万年前,北海は現在よりもより高緯

度にあり,イギリスと大陸が陸続きであったこと

がわかる(図2-a)。その後,海岸線は紀元前5500

年頃にはほぼ現在に近いものとなり,紀元前1500

年頃から始まった海進により内陸へ侵入し,紀元

後1500年頃になるとさらに内陸へ移ってワッデン

海やゾイデル海を形成するに至った。また,現在

のゼーラント州の多くも海水面下となり,北ホラ

ント州ではハールレムメル湖などの湖沼群がみら

れるようになった(図2-c)。 この結果,オランダ

の国土は1200年までに約35万haが失われたといわ

れる(Duin R.H. A.van and Kaste G. de 1985:p. 22)。

オランダの地質はすでに紀元前1700年頃に,海

岸部から海岸砂丘・砂州,海岸湿地・泥炭地,更

新世の砂質堆積物というほぽ現在の基礎を形成し

ていた(図2-b)。 このなかで,泥炭地は温暖化

と海水面の上昇とともに,海岸部で地下水位が高

4)
まって形成された。それは貧栄養泥炭であるミズ

ゴケ泥炭と植物の生長に必要な養分に富む森林泥

炭に大別される。後者は排水されれば耕種農業・

牧草地として適するが,前者は農地化のために排

水後,土壌改良を行わねばならなかった。また,

泥炭はオランダにとって貴重なエネルギー自給源

であった。このような泥炭地が技術革新とともに

r拓地形成の基盤となった。

m オランダにおける干拓地形成前史

オランダにおいて,ポルダーという川語が文献

に現れるのは12世紀初期といわれる(Lambert

1985 : p. 84)。それ以前,オランダ人は水に対

してその脅威から身を守るべく対処してきた。

オランダ北部のフリースラント州やフローニン

グン州では紀元前500年頃から,人々が「テルプ

(terp)」と呼ばれる人工丘を海岸湿地・浜堤に

築いて定住していた。その高さは平均で海抜4m

から5m,高いもので8mに達し,大きさは1農

場が立地するだけのものから15haほどの小村程度

のものまでさまざまであった。図3にフローニン

グン州東部のMarsumを例にテルプの景観を示した。

テルプの典型的景観はこのMarsumのように,最も

高い位置にある教会(海抜3.1m)を取り囲むよう

に宅地と耕地が立地し,その周囲を環状に道

い
路が走る円小村である。

テルプは海水面の」こ昇とともに,盛り土され

ていったが,洪水などによって放棄されることも

少なくなかった。その後も,場所を移しながら,テ

ルプは紀元前200年頃と紀元後700年以降,さらに

図3 テルプの形態

(5万分の1地形図Groningen 7 0 により作成)

-47-



図4 オランダにおける泥炭地の

干拓方法の変化と干拓面の沈降

注) NAPは,オランダの標高などの基準である

標準アムスタルダム平均海面(Nornaal

Ansterdaas Pei1)である。(Ven 1996 による)

1000年頃に盛んに作られた。 また,1000年頃ま

でに小規模な堤が夏季に耕作地を高潮から守るた

めに作られてポルダーの原型となり,ポルダー形

成期を迎えることとなった。

IV オランダにおける干拓地形成

オランダの干拓地は干拓時期によってその分布

に差異がみられる(図2-d)。オランダ北部の

フリースラント州とフローニングン州では内陸部

が1600年以前に,海岸部はそれより遅く1600年か

ら1900年に干拓されていた。南・北ホラント州の

干拓地も一部を除いて1600年から1900年に開発さ

れたものであった。これらに対して,ゼーラント

州では両期間の干拓地が混在する。1900年以降で

はゾイデル海干拓がオランダ最大の国家事業であっ

た。このような干拓時期の差異は干拓地の自然条

件と干拓技術の革新に基づいていた。

オランダの干拓は1000年頃から開放型排水路に

よって始まり,1100年代後半になって築堤によっ

て海からの干拓地への脅威を防ぎながら土地の乾

燥を進めるようになった(図4)。 1400年代初頭

に,風車による強制排水が始まり,1800年代に蒸

気排水ポンプによる機械排水へ変化した。そこで,

以下ではオランダの干拓地形成をまず自然排水期

と強制排水期に大別し,さらに強制排水期をその

図5 ユトレヒト州Loosdrecht池の干拓景観

(5万分の1地形図Utrecht 31 0. 1993による)
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図6 北ホラント州Assendelftの景観変遷
(Ven 1996による)

動力源で前期と後期に分けて検討する。

1.自然排水期一開放型排水路と築堤一

図5に開放型排水路を有する干拓地の例として,

ユトレヒト州Nieuw-Loosdrechtを示した。

Loosdrecht池はアムステルダムの南東約25kmに位

置し,現在,レクリエーションほかに利用されて

いる。 Nieuw-Loosdrecht東部の地割は中央部の

Drecht川を基点とした扇状であるのに対して,西

部のそれはDrecht川の両側に対照的な短冊形態を

示す。開放型排水路は地形的に自然流下の可能な

位置に開削され,それに対して各排水溝がそれぞ

れ平行に地形に合わせて取り付けられていった。

こうして,排水とともに土地の乾燥化か進み,干

-49-

拓地が形成された。このような排水システムとそ

れにともなう景観はオランダの泥炭地域で一般的

にみられるものである。

泥炭地では泥炭が干拓にともなって大気に触れ

て再び分解され始め,その収縮とともに干拓地の

沈降をもたらした。この結果,干拓当初の耕種農

業を行えなくなり,牧草地に転用されたり,再び

6)
水没する干拓地もみられた。このような土地の沈

降は海水面の上昇や人口増加にともなう可耕地の

必要性の増大などとともに,オランダにおける干

拓地形成の(再干拓化を含む)要因であった。

図6に泥炭地域における土地の沈降とそれにと

もなう干拓地景観の変遷をアムステルダム北東の



表1オランダにおける干拓地造成面積の変遷(1540年~1865年)

年次/干拓方法 Bedijkingen Droogmakerijen 総 計

1540 1565
35608

96.3

1349

3.7

36957
100.0

1565-1590
7436

92.4

610

7.6

8046

100.0

1590 1615
27064
74.7

9149

25.3

36213

100.0

1615 1640
25514
57.2

19060

42.8

44574

100.0

1640-1665
27951
96.1

1139

3.9

29090

100.0

1665-1690
10372
83.8

2008

16.2

12380

100.0

1690-1715
11894
94.9

641

5.1
12535
100.0

1715→1740
8921

83.6

1750

16.4

10671

100.0

1740-1765
6385
40.6

3724

36.8
10109
100.0

1765-1790
10260
57.2

7664

42.8

17924

100.0

1790-1815
10119

63.8

5733

36.2

15852

100.0

1815-1840
12478

72.9

4631

27.1

17109

100.0

1840-1865
15929

40.6

23290

59.4

39219
100.0

注) Bedijkingen:築堤による干拓

Droognakrijen:風車。蒸気排水ポンプによる干拓

上段は実面積(ha) .下段は各年の構成比(%)

なお,木表は椎名重明(1963)のp. 121を改変したものである。

Assendelftを例に示した。 900年頃,本地区は西

に緩傾斜し,基層の粘上などのクレイ層の1こに泥

炭が約6mから8mほど堆積していた。 1050年に

なると,平行する排水溝の存在から,開放型排水

路による干拓が進められ, Assendelft村が形成さ

れたことがわかる。また, Velser湖岸の泥炭は粘

土などに代わり,ここも干拓されていた。 1250年

に,泥炭層は約2m消失し,村も東方に移転して,

粘土などが移転前の同村付近まで高潮によって堆

積していた。さらに,堤防が湖岸とかつての教会

西側の排水溝に沿ってみられ,新たな教会・宅地

も盛り土されていた。この時期,開放型排水路と

堤防の組み合わせによって,ほぼ海水面と同程度

の高さの土地まで干拓できたことがわかる。その

7)
後. 1500年に干拓地はさらなる土地の沈降によっ

て海抜-2mとなり,東に緩傾斜するようになっ

た。そのため,排水も従来と異なり揚水用風車に

よって東端の排水路から行われるようになったの

である。

2.強制排水前期一揚水用風車一

風車は製粉用に13世紀から利用され始めたが

(Lambert 1985:p. 182),揚水用風車は1408年に初

めてアルクマールで利用された。

表1は1540年から1865年までのオランダにおけ

る干拓地造成面積の推移を前期の築堤によるもの

(Bedijkingen)と風車・蒸気排水ポンプを利用

した排水によるもの(Droogmakerijen)に分けて

みたものである。これから,築堤による干拓が常

にオランダの干拓の中心を占めたものの,まず16

世紀末から17世紀前半に揚水用風車による干拓が

盛んになったことがわかる。この時期,オランダ

は「黄金の時代」を迎えて経済的に発展して資本

蓄積が進むとともに,揚水用風車でも新たな技術

革新がみられた。
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当初の揚水用風車はスタンデルトと呼ばれ,風

車小屋がスタンダールトという柱上に立ち,風車

の羽根を風上に向けるために柱を中心に小屋全体

を動かす構造になっていた。その構造上,風車の

規模は小さく,揚水能力もl.Omほどと大規模な

湖沼干拓などには不十分であった。また,建造コ

ストも高く,16世紀末まで広く普及しなかった。

16世紀後半,揚水用風車はキャップと呼ばれる風

車上部だけが回転して羽根を風上に向けられる構

造になり,大規模化して揚水能力が高まった。ま

た,この頃から都市の商人層が投資先として干拓

を選択するようになった。それは北ホラント州の

旧IJ湖北側のBeemster (干拓期間1607年~1612年,

干拓面積7174ha)の干拓成功を誘因に,17世紀の

オランダの黄金時代に盛んになった。 Beemster干

拓ではLeeghwater(Jan Adriaensz)が「築堤,環

状水路の開削,風車による排水」という湖沼干拓

技術を体系化し,技術的にも以降の湖沼干拓への

道筋をつけた。技術的問題の解決と収益性の高さ

から,都市資本による大規模な湖沼干拓が進展し

図7 北ホラント州Schermerの排水システム
(ven 1996により作成)

81
たのである。

図7に肖期の湖沼干拓の例として. 1631年から

1635年に干拓されたSchermer (干拓而積4828ha)

の排水システムを示した。これから,当時の湖沼

干拓が堤防内の水を排水溝から各副・主排水路,

さらに2つの排水池を通じてポルダー周囲の環状

水路に排水したことがわかる。その際,4機の揚

水用風車が連動して,ポルダー面から環状水路ま

での4.14mの高さを揚水していた6また,環状水

路はポルダー内の水を外来水域へ排水する間,貯

水池的役割を果たした。このような揚水用風車の

連動と環状水路の存在がより水深の深い湖沼干拓

を可能にし,併せて環状水路と堤防に囲まれたポ

ルダー景観を一般的なものとしたのである。

3.強制排水後期

一蒸気排水ポンプから電気ポンプヘ

18世紀半ば以降,オランダの干拓地造成面積は

再び増加に転じ,とりわけ19世紀後半に動力源を

図8 ゾイデル海干拓

(Duin R.H.A.Van and Kaste G de 1985 により作成)
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用いた干拓が築堤によるそれを初めて1こ回った

(表1)。 このことは揚水用風車と蒸気排水ポン

プという技術革新に基づいていた。

18世紀初期に,揚水用風車:の揚水能力はアルキ

メデススクリューによって,それまでの1.5m~2.0m

の倍にあたる4mになった。これが表1の1740

年以降の動力源による干拓地造成面積の拡大につ

ながった。さらに,既存の揚水用風車は18世紀末

い
から蒸気排水ポンプに取って代わられ始め,干拓

地形成も19世紀半ばから蒸気排水ポンプのみで,

さらに1900年から電気ポンプによって行われるよ

10)
うになった。この結果,ハールレムメル湖やゾイ

デル海のような長年の懸案であった大規模干拓が

可能になった。このうち,当期の例として,ゾイ

デル海干拓の排水システムと景観的特徴をみてお

こう。

ゾイデル海干拓は洪水の防止と排水の改善,お

よび淡水域の形成と肥沃な農地の造成を目的とし

て1927年の締切大堤防(Afsluitdijk)の建設で始

まった。 1968年までにウィーリングメアー,北東

ポルダー,東フレボラント,南フレボラントの4

つのポルダーが完成し(図8),オランダ北部と

西部の近接性の改善や新たな農地・宅地・レクリ

11)
エーション空間を提供した。

図9に,アイセルメアーポルダーの排水システ

ムを示した。その排水システムは農地内に地下水

位を一定に保つための排水パイプを有し,それを

通じて排水溝に余水をまず排水していた。それが

排水溝から副排水路,主排水路を通じて排水機場

図9 ポルダーの排水システム

(Ven 1996による)

からアイセル湖に排水されるというものであった。

アイセル湖はワッデン海への排水を行うまでのポ

ルダー内部の余水の貯水池という従来の湖沼干拓

における環状水路と同じ役割を果たしている。こ

のような排水システムは堤防締切・土地の乾燥化

を経て,5年間の農地化の進行とともに構築され

121
た。これらのポルダーの景観は基本的に短冊状

の計画的地割と散村形態を特徴とする。例えば,

北東ポルダーでは耕地が水路によって間口300 m.

奥行800mに区画され,道路に沿って宅地が等間隔

に配置されている(図10)。また,北東ポルダー

はクリスタラーによる中心地理論を応用して,

Emmeloordを中心にその周囲に10のサービスセン

ター(例えば,図10のBant)を配置していた。

ゾイデル海干拓では5番目のマルカーワールト

が1987年までに完成する予定であった。しかし,

図10 北東ポルダーの景観

(5万分の1地形図Stavoren 15 0.1995)
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農地の必要性が減じ,自然環境と景観の保全が高

まったため。マルカーワールトの干拓は1990年に

放棄された。現在,マルカーワールトの堤防はフ

レボラント州と北ホラント州北部との近接性改善

に役立ち,マルカーワールト湖は野鳥と魚の宝庫

となっている。マルカーワールトの干拓放棄のよ

うに,近年。オランダでは新たな水と人間のかか

わりが環境保全とその利用のなかで模索される一

方,既存のポルダーなどでも地下水位の低下にと

もなう地下水の塩類化や土地の沈降が起き,農業

を含めた活動に新たな問題を投げかけて議論を呼

び起こしている(Ginkel. 1998)。

V おわりに

本小論ではオランダにおける干拓地景観の形成

をポルダーの排水方法を指標に時系列的に検討し

てきた。

オランダにおける水と人とのかかわりは既に紀

元前500年頃からテルプという人工丘の形成でみ

られた。テルプは海水面の上昇とともに放棄され

ながら11世紀頃にも新たに形成されていた。この

後,オランダでは14世紀末まで自然排水を技術的

特徴とする小規模干拓が行われた。それは海水面

より高い低湿地に自然流下が可能な開放型排水路

の開削によって進められた。その結果,オランダ

の泥炭地域では開放型排水路によって区画された

扇状や短冊状の地割といった景観が一般的となっ

た。12世紀後半になると,築堤と開放型排水路を

組み合わせた干拓が行われ始めた。それとともに,

オランダ北部の塩性沼沢などが干拓された。しか

し,当時の干拓地は小規模で,泥炭の分解による

土地の沈降や洪水などによって集落の移転や放棄,

再干拓を余儀なくされることも多かった。

15世紀になると,揚水用風車が新たな技術革新

として現れ,これ以降オランダの干拓地形成は強

制排水によるより大規模な干拓へと向かうことに

なった。ただ,当初の揚水用風車は揚水能力の低

さとコスト面から全体に普及しなかった。それが

17 1tt紀のオランダの黄金の時代に,都市商人など

による干拓への積極的な投資と揚水用風車の技術

革新,湖沼干拓技術の体系化によって北ホラント

州の湖沼群の大規模な干拓が進められていった。

こうして,環状水路と堤防に囲まれたポルダー

景観が一般となったのである。その後,19世紀に

はハールレムメル湖,20世紀にはゾイデル海の大

規模干拓が蒸気排水ポンプ・電気ポンプという技

術革新によって可能になった。

以上のように,オランダの干拓地形成は洪水か

ら集落・耕地を守るという消極的対応から積極的

に干拓地を建設するという,より自然の改変をめ

ざすものへと排水技術の革新とともに変化してき

た。それは農地開発による食糧生産の拡大を主目

的としてきたが,近年は技術的な問題からではな

く,経済効率・土地利用計画・自然保護の観点か

らポルダーの建設そのものが控えられ,干拓地で

の環境保全,水域の利用と保全などさまざまな問

題が論議され,新たな方向性が模索されている。

新たな方向性への国民的合意がオランダの干拓地

景観の変容を将来的にもたらすであろう。

本小論を1999年3月をもって愛知教育大学を退官さ

れた小笠原節夫先生に謹呈させていただきます。先生

には在学時代はもとより。愛知教育大学着任以降,公

私にわたってお世話になりました。先生のますますの

ご健勝とご発展を心からお祈り申し上げます。

本小論は1997年9月から約9か月間,文部省長期在

外研究員としてオランダのナイメーヘン大学地理学教

室に留学中に収集した資料と観察に基づくものである。

留学中,同大学のマース博士(Dr. Naas).ナーセン

博士(Dr. Naerssen),ニーダハム教授(Prof. Dr. Need-

ham)ほかの諸先生に大変お世話になった。また,スウ

ェーデン。エーテボリ大学のラウラヤイネン教授(Prof.
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Dr. Laulajai ncn)と愛知教育大学地理学教室の小笠原節

夫。阿部和俊・岩崎公弥。手本 潔・北川博史の各先

生に留学を可能にしていただいた。留学に際し,九州

人学の寓川泰夫先生と愛知教育大学心理学教室の多鹿

秀継先生にもなにかと心配りいただいた。以上,記し

て心より感謝申し上げたい。なお,本小論は名古屋地

理教育研究会(1999年1月18 H)での講話と愛知教育

大学地理学会(1999年5月t5日)で発表した内容に加

筆したものである。

注

1)例えば,やや古いが飯田(1971)を参照。

2)例えば,飯本(1957).中野(1963)を参照。ヨ

ーロッパ地誌内でも言及されてきた(中野.1958:

中野・勝俣. 1960 ; 浮田。1977)。このほか,

長谷川(1978)もオランダの湖沼干拓に触れてい

る。

3)オランダでは標準アムステルダム平均海面(NAP:

Normaal Amsterdams Peil)が標高などの基準とし

て用いられている。

4)阪口(1974)を参照。

5)テルプにはこのほか方形地割のものがある

(Hacquebord 1995)。

6)図5のN ieuw-Loosdrechtの場合. 1849年の地形

図ではDrecht川が現在水没している池中央部にも

みられ,その両岸も干拓されていた。

7)土地の沈降は泥炭層が燃料源として採取された

ことにもよる。それはまず表層が燃料源として,

地下水位まで採取された後,16世紀以降,低湿地

の泥炭を水の中から掘りとって進められた。泥炭

採取は人口増加による燃料消費の拡大と相まって

「ピートファーマー」と呼ばれる泥炭採取を生業

とする者も産んだ。しかし,低湿地における泥

炭の採取は大規模な湖沼の出現や干拓地の水没を

もたらした。例えば,図5の南西にみられる

Trekgaten池の掘k田的景観は泥炭の採取の結果

によるものである。

8) BeemsterとSchermerのほかに,本時期の湖沼干

拓にPurmer (同1617年~1622年. 2680ha).lijde

lormer (同1624~1626年, 1661ha),Heerhugowaard

(同1625年~1631年. 3337ha)などがある。

9)相原(1971)によると,前述したAssendelftでは

揚水用風車が1850年の7台から1880年に3台.1898

年に1台へ減少したという。

10)ハールレムメル湖は1617年に最初の堤防工事以

降,たびたび干拓化か試みられたか成功せず,18

52年にようやく完成した。1840年に築堤と環状水

路が建設され始め. 1845・48・49年に3つの主要

な蒸気排水機場がそれぞれ稼働し始めて1852年に

18000haもの新たな干拓地がえられた。現在,スキ

ポール空港やアールスメアーの花市場や温室群は

このポルダー内に位置する。

11)各ポルダーの土地利用計画のうち,農地はウィ

ーリングメアー。北東ポルダーで全体の87%.東

フレボラントで75%,南フレボラントで50%とさ

れた。後者では農地の減少分を,都市的土地利用

(東フレボラントで8%,南フレボラントで18%)

と林地などの自然(東フレボラントで11%.南フ

レボラントで25%)に配分していた。

12)例えば,南フレボラントの農地化ではまず1年

目の4・5月にアシの種が空中散布され. 48m間

隔の排水路が開削された。アシは2年目の8月に

農薬の空中散布で枯らされ,3年目の3月に野焼

きされて鍬込まれた。この間に,排水溝がさらに

12m間隔で掘られ,土地の乾燥と地下水位の低下

がはかられた。その年の8月に西洋アブラナが播

種され,翌4年目の夏に収穫され,同時に各排水

溝が中央部の一本を残して埋められ,排水パイプ

が48m間隔に地下0.9mから1.1mの位置に埋め込

まれた。こうして,5年目から穀類ほかの栽培可

能となり,ようやく農民に貸し付けられていった。
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